
 

様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  担い手への農地集積・集約化活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

さいたま市農業委員会 

武井 一美 推進委員 

 

２ 取組内容 

桜区昭和耕地の関係農家に対し、事前訪問し個別説明を行った上で、地域

の説明会を１回行い、令和７年９月から動き出し、年内に意向を取りまと

め、地域計画の策定、中間管理事業を通した貸し借りをまとめ、機構集積

協力金の獲得を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

２月  日 

農業政策課より機構集積協力金の案内があ

った。関係農家に対し、事前訪問し個別説明

を行った。 

 

 

 

 

経 過 

 

９月  日 

稲刈など農作業が落ち着いたため、地域計画

の策定に動き出しだした。 

 

10 月 日 

地域での説明会実施。 

 

12 月 日 

地域計画目標地図素案の決定。 

 

２月  日 

地域計画が策定された農地の中間管理事業

を通した貸借の開始。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業政策課、農業振興課 

 

５ 取組結果 

地域計画が策定され、機構集積協力金を獲得した。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《新規参入の促進活動》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

川口市農業委員会 

川口市農地利用最適化推進委員 

舩津 新一、細田 敏雄 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農地の管理に苦慮していた農地所有者と経営規模拡大のために農地を探

していた方を農地利用最適化推進委員が中心となってマッチングを行い、

期間３年の賃貸借契約に繋げるなど農地の利用最適化活動を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

１月 

農地の管理に苦慮していた農地所有者が川

口市農地情報登録制度（川口市農地バンク）

へ登録申請 

 

 

経 過 

 

 １月 
経営規模拡大のために農地を探している方

から相談 

 

３月 
農地利用最適化推進委員を中心に農地を探

している方と農地所有者をマッチング 

 

４月 ３年間の賃貸借契約の締結（１，４３９㎡） 

 

４ 連携した組織（団体名） 

川口市経済部農政課 

 

５ 取組結果 

農地利用最適化推進委員が対応することで相談からマッチングまでを短

期間で実現することができ、相談者の意欲を削ぐことなく賃貸借契約まで

繋げるなど農地の利用最適化を図ることができた。 

 

 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 

 

～《  担い手へ農地の集積・集約  》～ 

 

１ 農業委員会名・委員名 

鴻巣市農業委員会 

林繁雄農業委員 

 

 

 

２ 取組内容 

経営規模拡大の意向がある地域の担い手より、所有者が貸付を希望して

いる土地がないか相談があったため、農業委員とともに土地を探し、担い

手へ農地の集積・集約化を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

１１月頃 

 

担い手より土地を探している旨の相談あり 

経 過 

 

１２月頃 
農業委員とともに土地を探し、マッチング 

１２月 

～１月 
貸借の申し込み手続き 

 

月  日 
 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会事務局 

 

５ 取組結果 

地区内の約 0.3ha について、地域の担い手へ集積することができた。 

 

写 真 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  新規就農支援活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

上尾市農業委員会 

市村 英一 農業委員 

 

 

 

２ 取組内容 

新規就農者への参入から作付けまでのフォローアップ 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

5 月 22 日 

新規参入希望者に対する講習・意見交換を行

う。 

 

 

 

 

経 過 

 

6 月 19 日 

作付け相談 

 

8 月 13 日 

新規参入者の進捗確認。 

 

8 月 18 日 

新規参入者の認定会議 

 

10 月 23 日 

新規参入者の作業支援 

 

４ 連携した組織（団体名） 

明日の農業担い手育成塾 

 

５ 取組結果 

令和７年４月から農地 120a の畑を借りて農業をしている

新規参入者に助言やサポートをしている。農業に対する自

信をつけてもらい、今後ますますの農業に対する気持ちを

持ってもらう働きをした。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地発生防止・担い手の確保  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

草加市農業委員会 

鈴木 裕介 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

担当地区内で作付けがされない農地が多く見られるようになったため、遊

休農地の発生防止および解消、担い手確保に向けた働きかけをしている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

９月 

利用状況調査において作付けがされていな

い農地が多数見受けられた 

 

 

 

 

経 過 

 

１２月 

農地所有者に対し、耕作依頼や是正指導をお

こなった 

 

３月 

再度訪問を行い、自ら耕作または作業委託等

なにかしらの行動を起こす意思確認を行っ

た 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

なし 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

作付けの担い手が不足、限られている状況ではあるが、引き続き関係者、

関係機関と情報共有、連携を行い、遊休農地の発生防止および担い手の確

保に努めていく。 

 



 

様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  コスモスの種まき  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

志木市農業委員会 

田中 滿男 農業委員会長 

 

 

 

 

２ 取組内容 

市内にて田中滿男会長を中心に遊休農地発生防止のため、除草、耕耘をし、

コスモスの種まきを行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

月  日 

 

 

 

 

 

経 過 

令和７年 

5 月 14 日 

コスモスの植栽 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

志木市農業後継者クラブ 

 

５ 取組結果 

遊休農地の発生を防止することができた。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  新規就農支援  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

新座市農業委員会 

田中 広之農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

親元で新規就農する者の支援を行った。 

（親は露地野菜、息子はいちご農園を計画） 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

4 月中旬 

遊休農地の発生防止の取組のための現地確

認の際、農家Ａの息子が会社を辞め、就農す

る意向があることを確認 

 

 

 

 

経 過 

 

5 月 13 日 

あさか野農協、さいたま農林振興センター、

本人及び市で今後の経営、資金計画等につい

て調整 

 

6 月 5 日 

家族経営協定締結 

 

10 月 6 日 

農業経営改善計画認定 

 

3 月末 

スーパーＬ資金融資決定 

 

４ 連携した組織（団体名） 

あさか野農業協同組合、埼玉県さいたま農林振興センター 

 

５ 取組結果 

融資を受け、今後ハウスを設置（育苗ハウスは既に設置し、現在育苗中） 

令和８年冬シーズンからいちごを出荷予定 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《遊休農地解消と防止のために地域の担い手と連携》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

北本市農業委員会 

新井保好農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 これまで綺麗に管理されていた約１５ａの畑が荒れていたので所有者宅

を訪問したところ、体調不良とトラクターの故障で管理が出来なくなって

いた。ＪＡと農業委員会で取り組んできた組合員参画型農作業受委託事業

を活用するよう働きかけた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 6 月末 

今まではトラクターで綺麗に管理されてい

た農地が今年は雑草が生えていることに気

が付く。 

 

 

 

 

経 過 

7 月末 
農地の所有者を訪問したところ体調不良と

トラクターの故障が分かった。 

8 月末 
作業管理者を見つけるためＪＡに相談。組合

員参画型農作業受委託事業に受付を行う。 

10 月末 
組合員参画型農作業受委託事業の作業者（地

域の担い手）により耕耘事業が行われる。 

 

月  日  

 

４ 連携した組織（団体名） 

ＪＡさいたま、農業委員会 

 

５ 取組結果 

組合員参画型農作業受委託事業により遊休農地化する農地を未然に防ぐ

ことができた。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《遊休農地発生防止・解消活動及び担い手への農地集積・集約化活動》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

川越市農業委員会 

小和瀨 康夫 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

田面沢地区の未耕作地の調査を推進委員と実施している過程で、土地所

有者から、耕作者を探してほしいとの依頼があり、その周辺の圃場を含め

て耕作者を見つけた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 3月 18日 
農地調査で土地所有者から「耕作者を探し

てほしい」と依頼を受ける。 

 

 

 

 

経 過 

10月 14日 
耕作者から「面積がまとまれば、耕作可能」

と意向を聞く。 

10月 20日 

土地所有者と耕作者とともに現地を確認

し、周辺に未耕作地があったため、未耕作地

の所有者に意向を確認する。 

10月 30日 
未耕作地の所有者と面談し、賃貸の意思を

確認する。 

月  日  

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

土地所有者４筆 4,305㎡と周辺に未耕作地の所有者 2筆 2,695㎡を耕作

者に貸し付けることができた。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地の流動化  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

所沢市農業委員会 

諸星 孝治 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

毎年、農地利用状況調査の対象となる農地に「所沢市農地サポート事業」

への登録を勧め、意欲ある耕作者に斡旋する。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和 

年 月  

区画整理事業が不成立となったことから、所

有者は農地の貸したい意向があるのではと

考えた。 

 

 

 

 

経 過 

令和 

7 年 7 月 

農地利用状況調査を行い黄色区分判定。 

「所沢市農地サポート事業」の制度を案内す

る。 

令和 

7 年 8 月 

近隣の農家に借受の話をするも不調に終わ

る。 

令和 

7 年 11 月 

さらに他の農家に借受の話をしたところ、興

味を示したので、現地をみてもらう。 

令和 

7 年 12 月 

借りても良いとの連絡があり、農業委員会事

務局を通して市農業振興課に伝えた。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農業振興課 

 

５ 取組結果 

遊休農地の流動化ができた。残る農地についても近隣農家、新規就農者へ

声を掛けていきたい。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《遊休農地の活用及び地域の活性化》～ 

 

１ 農業委員会名・委員名 

飯能市農業委員会 

農地利用最適化推進委員 田島慎司 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 遊休農地の活用及び地域の活性化を目的として、ジャガイモの栽培を計

画・実施した。 

また、地元の高校生と連携して農作業を行うことで、地域の活性化およ

び若年層の農業への関心向上を図った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 
２月初旬 

地域で活動する「櫟の会」が借りている農

地について、遊休農地化を防ぐための取組を

検討した結果、ジャガイモ栽培を実施するこ

ととした。 

 

 

 

 

経 過 

 
２月中旬 

 

 男爵および北あかりの種イモ約６０kg を

植え付けた。 

 

２月下旬 

 わせがく夢育高等学校１年生約３０名に

対し、ジャガイモの植え付け作業を指導し、

農業への関心を深めてもらった（使用種イモ

約１５kg）。 

 

６月初旬 

 

 ジャガイモの収穫を行い、平戸地区の住民

等に約７５０kg を販売した。 

 

６月中旬 

 わせがく夢育高等学校の新１年生約２０

名がジャガイモ掘りを体験し、後日、自宅で

調理したジャガイモ料理の写真を確認した。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

櫟の会、わせがく夢育高等学校 

 

５ 取組結果 

 ジャガイモ栽培を通じて遊休農地の解消を図ることができた。 

また、地産地消の取組として地域住民から好評を得るとともに、若い世

代に農業への興味・関心を持ってもらう機会を創出し、地域の活性化に寄

与することができた。 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《農地の有効利用による遊休農地の発生防止について》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

坂戸市農業委員会 

小久保 隆義農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 耕作放棄地の農地があり、所有者に事情を伺うと、自身での耕作ができ

ないことが分かったため、近くで果樹園を営んでいる方が事業拡大を計画

している話があったことから、農地の貸借を提案し、時期をみて借受けて

もらえることとなった。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ 6 月 
担当地区内に灌木等が生い茂り、手入れがさ

れていない農地があった。 

 

 

 

 

経 過 

8 月 
所有者Ａの自宅を訪問したところ、Ａ自身で

の耕作が難しい状況であることが分かった。 

9 月 

果樹園を営んでいるＢに相談したところ、Ａ

が所有している別の農地をすでに借受けて

いることから、事業拡大を行う際に今回の相

談農地を借受けるとの話になった。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会 

 

５ 取組結果 

果樹園を経営している耕作者が事業拡大を計画していることから、今後

周辺に耕作放棄地や遊休農地があれば、貸借に繋げていく予定である。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  援農ページの作成・公開  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

日高市農業委員会 

山口推進委員、福井会長、清水委員、 

松田委員、道谷委員 

 

 

２ 取組内容 

 農作業を体験したい人と、農作業を手伝ってもらいたい農家をつなぐた

めに、市内で農家実施する援農サポーター事業を、市のホームページを活

用し紹介する。 

 援農サポーター事業が活発になることで、日高市の農業の発展の一助と

なることを目指している。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 令和４年４月 山口推進委員より提案 

 

 

 

 

経 過 

５月 実行委員会立ち上げ 

令和５年９月 市 HP にて情報公開 

令和７年３月 
周知のため援農サポーター事業リーフ

レットを作成 

 令和７年８月 

９月 

女子サッカーチーム「ちふれ AS 埼玉」の

アカデミーﾁｰﾑの中高学生が援農ボラン

ティア活動 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会 

 

５ 取組結果 

女子サッカーチーム「ちふれ AS 埼玉」のアカデミーﾁｰﾑの中学生が援農ボランテ

ィア活動を８月、９月に実施。(ブルーベリー摘み取り及び栗拾い) 

 

・掲載農家７件、参加件数２件 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

≪農業委員からの働きかけによる遊休農地の解消≫ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

ふじみ野市農業委員会 

柳川 嗣於 推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

令和５年７月から苦情が相次ぎ令和５年度以降農業委員と事務局で連携を

とりながら、利用意向調査や是正通知を行っていたが、本人から反応がな

く苦心していたところ、令和７年１月に本人から連絡があり、遊休農地の

解消に向けての除草等が始まった。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

令和 5 月 7 月 

     

 

市民からの苦情 

 

 

 

経 過 

令和 5年 11月 

令和 6 年 1 月 

令和 6年 11月 

令和 7 年 1 月 

第 1回農地利用状況調査を実施 

1 月 23 日是正通知発送 

第 2回農地利用状況調査を実施 

農地利用意向調査を実施 

令和 7 年 1 月

20 日 

2 月頃庭師に依頼し雑木の処理、除草す

ると回答有 

令和 7 月 6 月

12 日 

適正管理に向けての雑木の処理、除草等

を開始 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 または今後の予定（取組途中の場合） 

令和７年６月当該地において、除草及び重機が入り木を伐採し４９９㎡の

遊休農地を解消した。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  担い手への農地集積・集約化活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

三芳町農業委員会 

鈴木 浩之 推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

以前から、貸借が行われていた農地について、借主より栽培作物の変化に

より作付が難しくなり、返還したいと相談を受けたが、貸主は引き続き貸

付けを希望していたため、新たな借主を見つけ、調整を行っている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

令和６年

３月 

借主より、営農拠点隣接農地を借りることができ

そうなので既存の借入地の見直しを行いたいと

相談があった。 

 

 

 

 

経 過 

令和６年

３月 

新たな栽培作物の導入により、労働力分配から既

存借入農地の作付が難しくなると相談があった。 

令和６年

３月 

貸主より現状のまま貸付けたいという希望を伺

ったため、借主が引き続き借り受けるよう調整を

図った。 

令和７年

３月 

借主の営農拠点周辺への集約化が進む中で、当該

農地を借り受けることができるという農業者を

見つける 

令和７年

８月 

貸主と借主との調整を経て、貸主の了承を得るこ

とができたので、貸借に向けて手続きが進行中で

ある。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

三芳町農業委員会・三芳町観光産業課 

 

５ 取組結果 

貸主と現在の借主、新たな借主全員の意向が揃っており、今後は新たな

借主への貸借手続きが進むと思われる。また、これをきっかけに地域農地

の集約化が進むと思われる。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  取組の題目（テーマ）を記入してください  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

越生町農業委員会 

吉 川 康 雄農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 農業ボランティアとして梅栽培を希望の新規参入者を指導後、中間管理

事業で研修生として、圃場にて研修従事しているため、フォローアップと

して、研修圃場にて、指導している。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ ４月 日  剪定・消毒の指導 

経 過 

５月 日  病害虫防除の消毒を指導 

６月 日  収穫及び選別の指導 

11 月日  剪定フォロー 

１月 日  剪定フォロー 

 

４ 連携した組織（団体名） 

  いるま地域明日の農業担い手育成塾 

 

５ 取組結果 

２年間の研修プログラム終了まで、指導及び相談役として、支援する。 

 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  取組の題目（テーマ）を記入してください  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

越生町農業委員会 

宮崎 桂 推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

推進委員として、担当地区内の住民に呼びかけ休耕地の田畑を、地区の

方々と共に除草した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ ４月 日  地区で呼びかけ 

経 過 

６月 日  地区住民と除草作業を実施 

１ １ 月 

日 
 地区住民と除草作業を実施 

月 日   

月 日   

 

４ 連携した組織（団体名） 

行政区 

 

５ 取組結果 

恒久的に実施していきたい。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《 遊休農地発生防止・解消活動 》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

東松山市農業委員会 

小峰 進 推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

一つの地域において、遊休農地（雑草が生い茂っている状態）を原因毎に大別して解消

の方法を検討した。原因別にみると 
① 田んぼが小さいため耕作者が見つからない。      １３筆３９２２㎡ 
② 過去に法人が撤退した場所で、その後の耕作者が見つからない。 

                         ２０筆１５３２６㎡ 
③ 遠方の地権者で、手が回らず遊休となっていた。    １３筆８３９８㎡ 
④ 適格農業法人でありながら、ここ数年耕作していない。  ９筆９４６２㎡ 
 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

 

令和６年度に地域計画を策定し、令和７年度にブラッ

シュアップをする中で、このタイミングで遊休農地問

題を解決しないとこの先では難しくなるであろうと

の思いで取組みました 

 

 

 

経 過 

 
１１月初旬 

把握した遊休農地について取扱いについて、地区内

の耕作者と相談する 

 

１１月中旬 

市農業公社と、遊休農地の復元方法について相談。

（目安となる除草の金額など） 

 

１月初旬 

市農政課より、地権者に遊休農地解消のための手紙

発送 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農業公社、市農政課 
 

 

５ 取組結果 
大部分の筆において、中間管理の契約等により、遊休農地状態は解消される見込み。 
 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《地域農業者との座談会》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

滑川町農業委員会 

複数の農業委員・推進委員 

 

 

 

２ 取組内容 

 地域の担い手に参加を呼びかけ、座談会を開催した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 地域農業を支えている担い手から、滑川町の

農業や地域の現状等の意見を聞く場を設け、

今後の農業委員会の活動で参考にしたいと

考えた。 

 

 

経 過 

 

4 月 

地域の担い手 4名と農業委員、推進委員、事

務局でテーマをもとに話し合い、滑川町の農

業の今後や課題、滑川町の土壌や農作物の傾

向等話し合った。 

 

12 月 

地域の担い手 6名と農業委員、推進委員、事

務局でテーマをもとに、米をめぐる情勢での

農家の課題や状況等について話し合いを行

った。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

 地域の担い手より農業の現状や今後の方向性について直接聞き、滑川町

の課題や問題点等を把握することができた。滑川町の人口は増えているが、

農業者の人口が減少しており、後継者や新規就農者を確保することが重要

となっている。また、材料・燃料費高騰等により、コスト面も問題となっ

ている。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容が

わかる写真（活動時の写真や、

事例に係るほ場等）を添付し

てください 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地発生の予防活動  》～ 
 

１ 農業委員会名・委員名 

嵐山町農業委員会 

内田久子 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

２件の農家さんより、田んぼの耕作を委託していた法人より、事情により

耕作ができなくなった旨の連絡があったとのことで、困っていたところで

誰か耕作してもらえる人がいないかと、相談を受けた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

１０月 

米作りについて相談があり、現地を見に行っ

た。 

 

 

 

 

経 過 

 

１１月 

広野地区の扇沼へ行く関越自動車道の手前

の２枚の田、合計約３反。 

 

１２月 

農業委員の立場から、同じ広野の方に相談し

たところ、２枚合わせて耕作してもらえるこ

ととなった。 

 

３ 月 ～

９月 

田おこしをして、田植の準備が始まり、田植、

稲刈へと順調に進んだ 

 

１０月 

今後も、米作りを引き受けてくれることとな

った。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

町の農政課 

 

５ 取組結果 

今後も米作りを引き受けてくれるとのことで、同じ地域内で耕作者が見

つかり、後々も話し合いが順調に進んで、結果としてはお互いに良い関係

性を作ることができた。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  移住者・新規就農者等へのマッチング支援  》～ 
 

１ 農業委員会名・委員名 

小川町農業委員会 

有井 佑希 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

移住者や新規就農者など、これから小川町で農業を始めたいと考えている

方に対し、個々の希望に沿った農地を紹介するとともに、貸借等の流れが

スムーズに進むよう土地所有者への顔つなぎを行う。また、就農後は定期

的に該当農地を巡回し、必要に応じてアドバイス等を行うことで遊休農地

の発生を未然に防止する。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

8 月 某日 
新規就農希望者から、町内で農地を探してい

る旨の連絡があった。 

 

 

 

 

経 過 

 

9 月 某日 ２名に対し、希望に沿った農地を紹介。 

 

9 月 20 日 
有機農業入門講座の卒講式に参加し、小川町

での就農に関心がある方に農地を案内。 

 

12 月 某日 

４名が新規に農地を借りることになったた

め、土地所有者や地域の方へのあいさつ回り

に同行。 

 

1 月 20 日 
地域の方とともに交流会を実施。耕作する上

での注意点や地域との関わり方等を助言。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

有機農業入門講座（霜里農場）、環境農林課 

 

５ 取組結果 

26a の農地の借り手をサポートすることができた。今後は、該当農地を見

て回りながら、借り手が効率的に耕作を継続できるよう助言する予定。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  米作り体験の取組  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

東秩父村農業委員会 

嶋田 可津也 農業委員 

 

 

 

２ 取組内容 

村立槻川小学校の授業の一環として、生徒に米作りを体験して貰う取り組みを実施し

た。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

4 月 15 日 

槻川小学校校長に同事業について依頼され

た。 

 

 

 

 

経 過 

 

6 月 13 日 

小学５年生及び父兄と共に田植えを実施し

た。 

 

10 月 3 日 

小学５年生及び父兄と共に稲刈りを実施し

た。 

 

1 月 22 日 

収穫した米を給食で使用し、参加者と会食し

た。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

槻川小学校 

 

５ 取組結果 

とても評判が良かったため、来年度も実施することになった。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地に観光みかん園を作る  》～ 
 

   

１ 農業委員会名・委員名 

秩父市農業委員会 

新井 明弘 推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 耕作ができない農地があると地権者から相談を受け、農地有効利用、遊

休農地発生防止、解消活動の観点から、秩父市下吉田釜の上の畑にみかん

の苗木を植えて、観光みかん園を作る計画をスタートした。 

 依頼者と 3 人のボランティアで苗植え、水やり、草刈等を実施し、卜部

農園のアドバイスを受けながら計画を進めている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

２月始め 

友達から耕作ができない農地があると相談

を受ける。4 人で相談して観光みかん園を作

ることにする。 

 

 

 

 

経 過 

 

２月 13 日 

美里町のみかん農園に行き相談する。 

 

２月 13 日 

苗木を注文する。 

 

３月後半   

苗木が来る。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

卜部みかん農園 

 

５ 取組結果 

まだ、始まったばかりの計画であり、みかんの苗木を植えてしばらく経

過を見て苗木の成長を確認し、この畑で大丈夫と分かるまで様子をみる。

成果がでるまでには、長い時間がかかる見込みである。 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  地域計画の達成に向けた協議  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

横瀬町農業委員会 

大塲保孝 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

本会には、大塲氏、事務局 2 名のほか、地域の営農関係者が出席し、地域農業経営基盤強化
促進計画に掲げた目標の進捗状況を確認するとともに、現場が直面している課題や今後の農地利

用の集約化に向けた具体的な方策について、多角的な視点から協議を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 11 月 1 日 
農業委員・推進委員へ地域計画達成に向け

た協議への参加依頼があった。 

 

 

 

 

経 過 

11 月 20 日 
 

協議の場 合耕地地域 

12 月 23 日 協議の場 姿地域 

 

月  日 

 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

合耕地集落協定 

姿集落協定 

 

５ 取組結果 
地域農業が抱える現状の課題や計画推進上の問題点について、農業委員・農地利用最適化推

進委員の間で共通認識を形成することができました。これにより、委員一人ひとりが自身の役割と計

画達成への道筋を再確認し、組織全体としてより深い理解を得る貴重な機会となりました。  
 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地活用  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

皆野町農業委員会 

浅見農業委員会長 他 18 人  

 

 

 

 

２ 取組内容 

町報やホームページを通じて参加者を募集し、ジャガイモの栽培体験を実

施。農業委員・農地利用最適化推進委員全員で本事業を行い、遊休農地発

生防止のために努めている。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

1 月 16 日 

農業委員会定例総会の際に遊休農地解消・発

生防止及び農業について学んでもらうため、

体験の実施を決定した。 

 

 

 

 

経 過 

 

3 月 22 日 

種芋の植え付けを実施。 

 

5 月 81 日 

畝寄せと草刈り作業を実施。 

 

6 月 21 日 

収穫作業、その後収穫祭（試食）を実施。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

町内外のグループ 6 組 21 人の方が参加し、ジャガイモ栽培体験を通し

て農業について学ぶ体験が実施できた。その体験を通じて遊休農地の発生

防止につながった。 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地の発生防止・解消活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

小鹿野町農業委員会 

守屋 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

町の担い手が 2～3 年続けて売上げが少なく、借入金の返済が出来ずに倒

産した。借地及びハウスを返すのにあたり、ハウス内外の整理や片付け除

草が 1 年たっても出来ていない。借りたハウスは担い手として借りた時と

同じ様にして返すように調整。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

 － 

 

地主からの相談 

 

 

 

 

経 過 

令和 7 年 

4 月 20 日 

ハウス内が草やビニールの切れ端でいっ

ぱいで、事務局及び会長に相談 

令和 7 年 

5 月 20 日 

 担い手に「ハウスを借りる時、気持ち良く

貸してくれたその気持ちに対して、返す時は

ハウスをきれいにし、返してくれ」と話す 

 担い手より「5 月中は忙しいので 6 月に入

ったらハウス内の片付けをします。地主さん

に申し訳ないので整理します。」と言われる。 

令和 7 年 

12月 20日 

 片付いていないので、もう 6月は過ぎたと

TEL すると、明日から始めますと言ってくれ、

12 月中にビニール等のゴミは片付けた。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会・ＪＡちちぶ・秩父農林振興センター 

 

５ 取組結果 

４月中に、雑草や細かなビニールくずを処理した。所有者と相談した結

果、私が農地を借りて管理することとした。新たな担い手などがいれば相

談にのりたい。 

 

写 真 

（別添） 





様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  若い担い手への農地の集積  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

本庄市農業委員会 

髙月推進委員 

 

 

２ 取組内容 

 農業大学校を出て市内の農家の元で研修中の方から、独立予定のため農

地を探していると相談を受けた。以前に、荒廃している農地の所有者の方

から、誰かに貸したい意向があることを伺っていたため、その方を含め所

有者５名の方と農地中間管理事業を利用しての貸借へと繋げた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

令和7年6

月 

 耕作されず遊休農地化している農地の所

有者の方に話を聞いたところ、貸したい意向

があることが分かった。その後、地域の農家

の方に話を伺ったところ、農業大学校を出て

市内の農家の元で研修中の孫が、独立のため

農地を探していると相談を受けた。 

 

 

 

 

経 過 

 

7 月頃～ 

 農地所有者の方に農地を貸し出すことへ

の意向確認と、農地中間管理事業の説明等を

行う。農地の貸借の話をまとめる。 

 

令和8年1

月 

農業委員会事務局へ報告、貸借の書類作成

を依頼する。農政課で新規就農についての説

明を受け担い手へ伝え担当課へ出向くよう

促す。 

令和9年3  

月（予定） 

農地中間管理事業での貸借を開始予定。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農業委員会、農政課 

 

５ 取組結果 

遊休農地化しつつあった農地の未然防止により優良農地の確保、周辺農地

への影響を防ぐことができた。今後の地域の農業を担う若い担い手への農地

の集積ができた。 



様式３ 

 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  農地利用促進活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

神川町農業委員会 

 長谷川 隆 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

耕作者不在となった堤外地の農地を活用すべく、地権者宅への訪問及び書

類作成の支援を行い、新たに農地中間管理事業を通じた貸借権の設定へと

繋げた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

３月頃 

新耕作者より農地を２町程探しているとの

相談があった。 

同時期に旧耕作者より返還したい旨相談の

あった農地があり、新耕作者が求めていた条

件を満たしていたため、事務局で農地中間管

理事業を通じた貸借を行う方向性で調整 

 

経 過 

 

４月 

事務局にて当該農地の地権者の住所や連絡

先等の調査及び確認 

５月 

 ～ 

６月 

農地中間管理事業を利用するために必要な

書類等が未提出であった一部地権者宅への

訪問及び書類作成支援を行い、事務局へ提出 

 

４ 連携した組織（団体名） 

農業委員会 

 

５ 取組結果 

耕作者不在となっていた約２．６ha の農地を営農再開させることができ

た。 

 

写真なし 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《ほ場整備推進に向け、推進委員を中心に９５％を超える仮同意を取得》～ 

 

 

１ 農業委員会名・委員名 

熊谷市農業委員会 

中島儀臣 推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

2021 年より大麻生地区ほ場整備事業推進に向けアンケート調査や、地域説明会を開

催し、地権者から仮同意書をいただくなど、具体的にほ場整備を進める方向で活動し

てきた。2024 年末に麻生地区ほ場整備推進委員会を立ち上げ、推進委員を中心に仮同

意書の 95％同意を目標に、地権者へ説明を行ってきた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

きっかけ 月  日 
大麻生地区の耕作者の高齢化に伴い、今後の地区内での耕

作者維持が厳しい状況が見込まれることから、広く他地域か

らの農地利用者を誘致することも含め、ほ場整備を考えた 

経 過 

2月19日 

現時点での仮同意書の提出者は、地権者 156 名中 42.95％

であり、今後どのように地権者へアプローチすべきか県大里

農林振興センター・市農業政策課の担当に資料を作成してい

ただき具体的な対策を話し合った。 

4 月 5 日 
前回、農業政策課より頂いた資料を元に、簡素化した説明

資料及び仮同意への未同意者一覧表を作成し、積極的に推進

していくよう話し合った。 

8月30日 
推進委員を中心に説得に当たった結果、66.03％の同意を

得ることができ、引き続き未同意者への働きかけを継続する

こことなった。 

11月7日 
推進委員の継続的な働きかけによって、80.13％の仮同意

を得るに至った。引き続き未同意者への働きかけを継続する

こことなった。 

12 月 22 日 
推進委員の継続的な働きかけによって、地権者 155 名中

148 名、95.48％の仮同意を受けることができた。 今後、

基盤調査採択要望を市町村から県へ提出する運びとなった。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

大麻生経営者協議会、埼玉県大里農林振興センター、熊谷市農業政策課 

 

５ 取組結果 

大麻生地区ほ場整備事業への仮同意書が全体の 95.48％に達したので、「基礎調

査採択要望」を市町村から県へ提出する運びとなった。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係る圃場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  耕作放棄地の未然防止  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

行田市農業委員会 

中村賢一 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

・廃業予定の大規模農家含む、地域農家との意見交換や情報共有。 

・該当地区の協議の場への積極的な呼びかけ及び意見集約。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

１月 

地域農業の中核を担う大規模農家の廃業意

向を受け、広範囲の農地が一度に耕作放棄地

化する懸念が生じたため、情報の見える化と

受け手探しが急務となった。 

 

 

 

 

経 過 

 

随時 

廃業意向のあった農家との意見交換、農地の

見回り、地域の農家との積極的な情報共有を

行った。 

 

１月 23 日 

該当地区の農地利用に関する協議の場への

参加を呼びかけるとともに協議の場では農

業委員として意見集約等を行った。 

  

 

  

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

市農政課 

 

５ 取組結果 

大規模農家の経営農地について、協議の場に 28 名の地域の農家が集ま

り、話し合いの結果、約 40 ヘクタールの耕作放棄地を未然に防いだ。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  新規参入支援活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

春日部市農業委員会 

金子正之推進委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

・地域農業者の今後の耕作意向の集約 

・農業法人への農地の紹介 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

10 月 

地域農業者より、「耕作者を探してほしい」旨

の相談を複数受けていたところ、杉戸町の農

業法人から参入希望の申出があった。 

 

 

 

 

経 過 

 

10 月～11

月 

農業法人と紹介した農地の状況確認を行っ

た。 

 

2 月 4 日 

農地法第 3条許可申請。 

 

2 月 25 日 

2026 年第 2回総会において、農地法第 3条許

可となった。 

 

月  日 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

相談から農地法第 3条許可まで進めることができた。 

 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《 農地の集積化に向けた活動 》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

久喜市農業委員会 

杉田 孝行 農業委員 

阿部 文雄 推進委員 

 

 

 

２ 取組内容 

 隣接する農地のコンクリート畦畔を撤去し、作業効率に優れた農地の集

積化を図った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 
令和 7 年 

12 月 9 日 

作業効率の向上を図るため、コンクリート

畦畔を撤去することについてメンバーから

提案があった。 

 

 

 

 

経 過 

令和 8 年 

1 日 10 日 

畦畔撤去の対象とする農地の下見等を行

い、場所の選定を行った。また、畦畔は産業

廃棄物として処理することに決定した。 

令和 8 年 

1 月 17 日 

1 月 19 日 

重機による畦畔取り外し作業を行った。

（取り外しを行う畦畔はおよそ５０m。畦畔

１枚の長さは１m、重量は５０kg。） 

令和 8 年 

2 月 5 日 

2 月 6 日 

2 月 16 日 

2 月 17 日 

畦畔の撤去作業を行った。畦畔は１枚ずつ

分解し、軽トラックで産業廃棄物処理場まで

運搬して処理を行った。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

六万部裏方農振会 

 

５ 取組結果 

今回の作業では１１個所のコンクリート畦畔を撤去した（総重量は２１

トン）。畦畔の撤去にあたっては、トラブルの未然防止を図るため、畦畔の

所有者、隣接する地権者、耕作者との間で「覚書」を作成した。また、畦

畔の産業廃棄物処分についても「覚書」に記載した。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地発生防止活動  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

八潮市農業委員会 

新井 孝美 農業委員 

 

 

 

２ 取組内容 

 高齢になって耕作が難しくなった農地について、遊休農地化する前に農

地の貸し借りについて話を進め、隣接する農地の管理者が借り受けた。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ R7.５月下旬 
自ら耕作している田に隣接する農地（田）の

管理について、相談を受ける。 

 

 

 

 

経 過 

９月下旬 
依頼者と面談を行い、条件等の確認を行っ

た。 

１０月上旬 
引き受けを行った。 

１０月上旬 
作業を開始した。 

  

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

出し手は自宅から距離がある等の負担が大きく、営農が不可能となって

いたことから、水田２か所、合計約１．６ａの農地を引き受けることで、

遊休農地化を防止した。 

 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  遊休農地解消  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

蓮田市農業委員会 

本橋トシヱ、佐野景子 

 

 

 

 

２ 取組内容 

担当地区内の遊休農地解消を行った。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

9 月 下

旬 

農地利用状況調査を経て、担当地区の遊休農

地について解消が必要であると考えた。 

 

 

 

 

経 過 

 

10 月下

旬 

担当地区の遊休農地について、所有者に連絡

を入れるためのリストを作成した。 

 

11 月下

旬 

リストを事務局に共有し、所有者に通知する

ように依頼した。 

 

R8 年 3 月 

多くの遊休農地が解消された。 

 

 

 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 

 

５ 取組結果 

担当地区の遊休農地を多く解消することができた。 

 

写 真 
取組者、または活動の内容がわ

かる写真（活動時の写真や、事

例に係るほ場等）を添付してく

ださい 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《  耕作放棄地の解消と新たな担い手への貸借  》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

白岡市農業委員会 

渡邊 明子 農地利用最適化推進委員 

 

２ 取組内容 

 担当地区内で広く耕作をしていた農業法人のＡ株式会社から農地の貸借

の解約の話があり、解約された農地の新たな担い手を探していたところ、

ＪＡ南彩白岡支店から農業法人の株式会社Ｓを紹介してもらい、Ａ株式会

社が撤退した農地で新たに耕作してもらえるよう現場確認や話し合いを続

けた結果、耕作してもらえることになり、また、担当地区で遊休農地とな

っている農地についても耕作するとの回答が得られ、約４ｈａの田畑の遊

休農地解消を達成した。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

 

7 月 3 日 

Ａ株式会社から、本社から農地までの距

離が遠いため撤退したいとの話があった。 

 

 

 

 

 

経 過 

 

7 月 5 日 

 新たな担い手に関する情報を得るため、

ＪＡ南彩白岡支店に相談した。 

 

7 月 7 日 

 ＪＡ南彩白岡支店で株式会社Ｓを紹介し

てもらった。 

 

7 月 9 日 

 Ａ株式会社が撤退した農地及び担当地区

内で遊休農地となっている農地の現地確認

を、株式会社Ａと一緒に行った。 

 

12 月 16日 

 耕作されているのが確認出来たが、貸借

に伴う契約書がまだ届いていない旨の相談

を受ける。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 寺塚・上野田耕作依頼者の会、農政課、ＪＡ南彩白岡支店 

 

５ 取組結果 

株式会社Ｓへ耕作してもらえるよう現地確認を含めて話し合いをした結

果、約４ｈａの遊休農地の解消を達成した。 

 



様式３ 

農地利用最適化推進１・１・１運動報告書（優良委員活動） 
 

～《遊休農地発生防止・解消活動を行いました》～ 
 

 

１ 農業委員会名・委員名 

宮代町農業委員会 

関根 武男 農業委員 

 

 

 

 

２ 取組内容 

 令和６年に意欲ある青年を町農業委員会で農業資格者と認定した。本人

の意向も聞きながら当面は私の農業機械・設備を使い、私の農地で耕作し

ながら経験を積むことにした。一連の稲作を終え、本人と話し合いこれか

らの規模拡大を聞き、集落で集まり、地区の地権者の了解を得て畦畔撤去

等を行い、圃場の設備拡大をした。 

 

３ 取組のきっかけと経過 

 

きっかけ 

  毎年離農者がでていて将来を案じていた

が、この地で農業（稲作）をしたいという人

と出会い話してみようと思った。 

 

 

 

 

経 過 

令和７年 

10 月頃 

 今後の耕作について地権者に説明し、理解

を得た。 

令和８年 

３月中旬

～下旬 

 本人が地権者と農地中間管理機構を通し

て貸借の設定の了承を得た。 

令和８年 

４月２日 

 本人が町へ書類提出・受理 

令和８年 

４月 24 日 

 町農業委員会に諮られ、承認された。 

 

４ 連携した組織（団体名） 

 宮代町 産業観光課、宮代町農業委員会 

 

５ 取組結果 

最盛期は 10ha 耕作されていた耕地が、昨年には４ha 以下まで減少して

いたが、ほぼ遊休農地が解消されると思われる。 


